日本人女性における脂肪酸及び魚介類摂取と喘息の関連 : 大阪母子保健研究のベースラインデータを活用して by 宮本, 正一
 － 133 －
 
氏 名 宮 本 正 一  
学 位 の 種 類 博   士（医  学） 
学 位 記 番 号 第 5101 号 
学位授与年月日 平成 19年 12月 27日 
学位授与の要件 学位規則第４条第２項 
学 位 論 文 名 Fat and Fish Intake and Asthma in Japanese Women：Baseline Data from the 
Osaka Maternal and Child Health Study 
(日本人女性における脂肪酸及び魚介類摂取と喘息の関連：大阪母子保健研
究のベースラインデータを活用して) 
論文審査委員 主 査 教 授 廣 田 良 夫   副 査 教 授 平 田 一 人 
副 査 教 授 石 河   修 


























 － 134 －
⑴ 魚介類をより多く摂取することは（＞54.44 vs.＜36.14g/day）、「現在喘息」および「18歳以降喘息」の両
者において低い有病率と関連を示した[OR＝0.19（95％CI：0.03-0.83）; 0.36 (0.15-0.83)]。 
⑵ n-3/n-6多価不飽和脂肪酸比が大きいことは（＞0.2218 vs.＜0.1914）、「現在喘息」のみにおいて低い有病
率と関連を示した [OR＝0.26 (0.05-0.93)]。 
 以上、若年の日本人妊婦において、魚介類摂取およびn-3/n-6比と、喘息の有病率との間に負の関連を認めた。 
 本研究は妊婦のみを対象としているため、研究結果を一般日本人に当てはめるには慎重でなければならない。
しかし、食習慣に関して既に妥当性が検証された質問票を用いて、食品群のみならず栄養素摂取量までも検討
したことは評価できる。さらに、n-3/n-6比と喘息有病率の負の関連についての報告は本邦初であり、気管支喘
息予防の基礎資料として意義ある所見と考えられる。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
